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微小循環 お よ び血液 レオ ロ ジー に 対す る釣藤散の 効果

　　　　　　　 一 釣 藤散長期投与 に よ る検討
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【目的】前回演者 らは，健常人を対象 とした急性負荷試験 に おい て，釣藤散投与に よ り眼

球結膜微小循環の血管内径，血流速度，血流景が増加す る こ とを報告 した 。 今回は 釣藤散

の 微小循環 お よ び血液 レ オ ロ ジ ー
に 対する影響 を明 らか に す る 目的で ，脳血管障害患者を

対象 に釣藤散長期投与を行 っ た 。

【対 象 と方法】対象 ： 当科通 院中 の 脳血管障害患者 （無症候性 を含む ） 16名 （男性 4 名，

女性 12名，50〜 79歳，平均年齢± S．D ．：63，5± 8，1歳） 。 方法 ： 釣藤散料 （煎薬300ml） を

1 日 3回に分 け て服用 させ
， 釣藤散投与前 と 4 週 間投与後 に 以 下の 項目 を検討 した 。 12時

間絶飲食後 の 午前 9〜10時に 30分間安静と した後 ， 患者 の 眼 球結膜微小循環 を ビ デ オ 顕微

鏡 シ ス テ ム で観察 し， 単
一

の 血管内径 の 変化 （ID） ， 血流速 度 （FVe ）， 単 位時間当 た り

の 血流量 （FVo ）， 血管内赤血球集合が観察 され る血管 の 中で 最大 の 血 管内径 （DEA ） を

測定 した 。 また ， 同時に採取 した血液検体か ら回転式E形粘度計を用 い て補正全血粘度 と

血漿粘度を測定 し ， 血球濾過法を用 い て 赤血球変形能 と白血 球変形能 を測定 した 。

【結果】釣藤散4週間投与 に よ り， ID ，
　 FVe ，

　 FVo は有 意 に 増加 した 。 ま た ， 血液粘度

（補正全血粘度，血漿粘度） の改善 は 見 られ なか っ た が ， 赤血球変形能 ， 白血球変形能及

びDEA が有意に改善 した。

【考察】健常人を対象と した釣藤散急性負荷 と同様 に ID，　 FVe，　 FVo は有意 に増加 し，釣

藤散長期投与に よ り脳血管障害患 者の 微小循環障害が改善す る 口∫能性 が示唆 され た 。 さ ら

に，そ の 機序 と して t 血管拡張作用 だ け で な く，赤血球お よ び 白血球変形能や 赤血球集合

能な ど の 血液 レ オ ロ ジ ー因子に 対する改善効果 も寄与 して い る と考え られ た 。
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